
ワークショップでの将来像のアイデア

第４次計画の基本理念

笑顔と夢が膨らむまち
【ともに支え合う挑戦と再生】

アクション
プラン

基本構想

基本計画

第５次御宿町総合計画 （骨子案）

計画策定の背景と計画の構成

基本理念（現行計画）

策定の背景

⚫第４次計画では「笑顔と夢が膨らむま

ち」という基本理念を掲げ、施策に取

組んできており、第４次計画の期間終

了に伴い、第５次計画を策定する。

⚫新型コロナウイルス感染症の拡大をは

じめとした第４次計画期間中の様々な

社会の変化を踏まえて策定する。

施策の体系（案）

目標の柱 第４次計画の施策
横断的な
視点

①つながる
【協働・行政経営】

地域自治/移住・定住/多
文化共生/行財政/広域連
携/公共施設

住民自治/移住・コミュニティ/行政運営/
財政運営/広域行政・連携/行政事務の効
率化/公共施設

SDGs

DX推進

地方創生

With/After

コロナ

②備える
【防災・安心・安全】

消防・防災/防犯/交通安
全/消費生活

消防・防災/交通安全・防犯/消費生活

③支え合う
【医療・福祉】

地域福祉/障害者福祉/高
齢者福祉/保健・医療/国
保・後期・介護

地域福祉/障害者福祉/高齢者福祉/保
健・医療/国民健康保険・後期高齢者医療
/介護保険

④育む
【子育て・教育】

母子保健/児童福祉/子育
て支援/学校教育/青少年
健全育成

児童福祉/学校教育/青少年健全育成

⑤引き継ぐ
【文化・自然】

環境保全/生涯学習/文化
振興/交流事業

ごみ・汚水処理/環境保全/社会教育/文
化の振興

⑥住まう
【住環境】

道路・河川/地域交通/住
環境/水道/都市計画/土
地利用

水資源/道路交通網/鉄道・バス路線/住
宅/水道/河川管理/公園/土地利用

⑦生み出す
【産業・観光】

観光/農林水産業/商工業
/雇用創出

観光/交流事業/農林業/水産業/商工業

● 今後御宿町が目指すべきまちの将来

像や人口目標に加え、それらの実現の

ための基本的な方向性を示すもの。

【期間】令和5～12年度

● 基本構想に基づき、前後

期4年間に取り組む主要

施策などを各分野で体系

的に定める。

【期間】

前期：令和5～8年度

後期：令和９～12年度

構成と期間

⚫第５次計画は、第４次計画同様「基本

構想」「基本計画」「アクションプラン」

の３層構成を想定している。

● 基本計画において示した

施策の中から、財政状況や

社会情勢を考慮して事業

を選択し、実施する計画。

【期間】

前期：令和5～8年度

後期：令和９～12年度

人口減少が緩やかに進行
直近では転入増も

豊かなライフスタイル

年間を通じて温暖で
安定した気候

豊富な海産物・農作物海と山の豊かな自然環境

国際交流の機運

人口減少・

少子高齢化

社会潮流 地勢と特徴

SDGsの
推進

公共インフラの
更新・管理

With

コロナ

情報技術の
高度化

働き方の
変化

大規模
災害等

自治体間
競争

教育・
子育て

産業

●住み心地 ●第４次計画の施策の満足度・重要度

住民アンケート

満足度が低く、重要度が高い施策

鉄道バス路線／土地利用／観光／商工業／

道路交通網／財政運営／行政事務の効率化

満足度・重要度がともに高い施策

学校教育／水資源／環境保全／児童福祉／

障害者福祉／高齢者福祉／地域福祉／介護保険／

保健医療／ごみ・汚水処理／国民健康保険後期高齢者医療

満足度・重要度がともに低い施策

公園／公共施設／行政運営／農林業／水産業／

広域行政連携／移住コミュニティ

満足度が高く、重要度が低い施策

住民自治／住宅／河川管理／社会教育／文化の振興／

青少年健全育成／消費生活／交通安全防犯／水道／

交流事業／消防防災

住民ワークショップでの意見（抜粋）

御宿町の良いところ
• 海、海岸がきれい

• 自然環境が豊かである
• 豊富な海産物・農産物
• 古くから異国との交流がある

• 「月の沙漠」のゆかりの地である
• 人があたたかい、優しい
• 観光資源全般が豊富

• まちがコンパクトで程よい
• 災害が少なく、穏やかな街並み

抽出された

キーワード

御宿町の良くなったらいいところ
• 移動手段が少ない

• 子どもが少ない、出て行ってしまう
• 仕事がない、雇用の場が少ない
• 観光など外へのPRが必要

• 人とのつながりが濃い（閉鎖的、対立、保守的）
• 支え合い体制の仕組みが必要
• 高齢者が住みたくなるまちづくりが必要

• 空き家、空き店舗への対応、活用が必要

• 潜在能力を活かしている
• 海、田畑、ホタル、自然
• 御宿で暮らしたい働きたいと思える町

• 協力し合っている町
• 持続可能なまちづくり
• 点と点がつながる町へ（ジェンダーフリー・ほどよい関係性）

• 全世代が住みやすい（教育（学べる場）、病院、商業施設）、
稼ぐまち⇔はじめの一歩。

• また、行きたい。ここで、「生き」たい。

海・海岸

観光

自然・
風景

安心・安全

人・
つながり

愛着・
誇り

可能性・
チャレンジ

資源の
活用

持続性・
SDGs

交流・移住 交通・
利便性

仕事・雇用

• 自然、人のつながり、ほどよさを守るために変化するまち
• 応援しあい続ける町
• 流れに乗れる、アンテナをはれる町！！

• 全町井戸端会議！！！
• 町の人が幸せに生きている町
• シェアわせに

• お互い支え合っている町
• 胸をはって言える町、つながっている町（コミュニティ）
• ポテンシャルが活きている町

第４次計画のまちづくりの目標

住民が希望を持ち住んで良かったと
思える特色あるまちづくり

大変

住みよい

8.8 

まあまあ

住みやすい

56.2 

どちらとも

言えない

21.7 

どちらか

というと

住みにくい

10.0 

大変住み

にくい

1.6 

不明・

無回答

1.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今後も

暮らしたい

68.5 

暮らしたいと

は思わない

8.6 

分からない

20.2 

不明・無回答

2.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じている

17.8 

どちらかと

いうと感じて

いる

46.4 

どちらかと

いうと感じて

いない

12.3 

感じて

いない

4.7 

不明・

無回答

18.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

●居住意向

●町への愛着

資料５


